
                  

 

 

 

 

 

 

 

 

  新年にあたり 

粘菌は動物と植物の状態を繰り返して環境の変化に合わせた生き方を 

しています。人類は自分に合うように環境を変えてきました。 

今や人類の存亡の危機につながるほどの環境問題を引き起こしています。 

自然環境はどの生物に対してもよりよく生きるための知恵と進化をうながす    

財産です。今年は粘菌から環境に合う生き方を学びたいと思います。   

NPO コミュニケーション研究機関連合理事⾧  加藤修一 
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明けまして 

   おめでとうございます 
白幡神社(市原市山木) 

2016 年 6 月 4 日、世界でもめずらしいという粘菌博物館が 

地域の方の協力や会員の手作りにより、誕生しました。 

昨年の台風被害後、リニューアルを進めています。 

  テーマ 

1 観察写真により、「粘菌」への親しみと存在を知ってもらう。 

2 「粘菌」の生き方に学ぶ…… お楽しみに! 

3 出会いの場としての活動紹介と仲間づくり  

        <来館者、会員が増えることを目標に> 

オリンピックイヤーです!!   

日本各地の粘菌ファン、世界の人々が訪問してくれるかもしれませんね。  

                           

 

2 月 1 日(土)定例会 

 博物館リニューアルオープン記念     

  祝賀会 ?                            

 18 日(火)庭園文化講座(千葉市) 

  出前教室 2 時間 受講生 15 名      

受講生 15 名  
文責 中村(良) 

2019 年来館の皆さん 

さとうかつお 作 

石井館⾧さんは「グリーンホーム」

 にて、療養中です。お元気です! 

 ☎080-6517-4276 皆様からのお声を、 

 お話を、楽しみにしているようです。 


